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周
知
の
と
お
り
、
札
幌
市
長
選
（
四
月
九
日
投
開

票
）
で
は
、
二
〇
三
〇
年
札
幌
冬
季
五
輪
招
致
の
賛

否
が
大
き
な
争
点
に
な
っ
て
い
る
。
出
馬
表
明
を
し

て
い
る
あ
る
新
人
候
補
は
、
す
で
に
公
約
を
二
月
二

二
日
の
記
者
会
見
で
発
表
し
て
い
る
。
氏
の
三
大
公

約
の
一
つ
と
し
て
、
札
幌
冬
季
五
輪
招
致
に
反
対
の

態
度
を
示
し
、
住
民
投
票
を
実
施
し
て
民
意
を
確
認

し
た
い
旨
を
述
べ
て
い
た
。
現
時
点
で
は
招
致
を
目

指
す
現
職
と
新
人
の
対
抗
軸
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
街
づ
く
り
分
野
に
含
ま
れ
る
丘
珠
空
港
整

備
に
関
し
て
も
、
従
来
か
ら
賛
否
両
論
が
あ
り
、
そ

れ
は
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
る
。
公
約
を
見
る
限

り
、
先
の
新
人
候
補
は
整
備
凍
結
・
移
転
論
者
で
あ

る
。
地
域
特
性
と
既
存
資
源
の
有
効
的
活
用
の
視
点

か
ら
、
丘
珠
空
港
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
私
見
を

述
べ
た
い
。

　
丘
珠
空
港
の
潜
在
能
力
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
が
集

積
し
て
い
る
都
市
型
空
港
で
あ
る
と
い
う
一
点
に
尽

き
る
。
例
え
ば
、
福
岡
空
港
と
北
九
州
空
港
の
立
地

と
空
港
ア
ク
セ
ス
を
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

都
心
部
に
近
接
し
た
空
港
は
利
便
性
が
非
常
に
高
い
。

こ
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
は
、

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
通
年
就
航
が
可
能
と

な
る
滑
走
路
延
伸
と
、
発
着
枠
の
拡
大
に
向
け
た
整

備
が
必
要
と
な
る
。

　
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
丘
珠
空
港
問
題
は

政
治
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
、
先
送
り
さ
れ
て
き
た
よ
う

だ
。
遅
ま
き
な
が
ら
も
、
札
幌
市
が
丘
珠
空
港
整
備

に
着
手
す
る
方
向
性
を
示
し
た
点
は
、評
価
し
た
い
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、
環
境
問
題

だ
け
を
理
由
に
、
都
心
部
か
ら
遠
隔
地
に
移
転
し
て

は
空
港
価
値
を
下
げ
る
。
参
入
と
撤
退
の
自
由
が
認

め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
空
港
に
と
っ
て
第
一
の
顧
客

は
航
空
会
社
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
札
幌
市
は
、
航
空
会
社
に
と
っ
て
事
業
性
や
採
算

性
が
確
保
で
き
る
空
港
整
備
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
時
間
価
値
を
最
優
先
す
る
旅
客
集
積
を

視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
空
港
ア
ク
セ
ス
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
新
道
東
駅
か
ら
の
地
下
歩
行
導
線
整

備
は
一
考
に
値
す
る
。
栄
町
駅
か
ら
丘
珠
空
港
へ
の

地
下
鉄
延
伸
は
需
要
を
集
積
す
る
だ
け
で
な
く
、
開

発
利
益
と
し
て
地
域
住
民
に
大
き
く
還
元
で
き
る
。

　
都
市
間
競
争
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
環
境
調
和
型

の
空
港
を
核
と
し
た
街
づ
く
り
は
、
札
幌
の
都
市
機

能
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
、名
古
屋
線
、

新
潟
線
も
開
設
さ
れ
て
い
く
。
道
外
路
線
拡
大
は
必

然
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
積
雪
寒
冷
地
帯
の

広
域
分
散
型
社
会
と
い
う
北
海
道
の
地
域
特
性
を
踏

ま
え
て
、
道
内
都
市
間
協
力
の
面
か
ら
は
道
内
路
線

の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。
道
内
拠
点
都
市
と
の
物
理

的
距
離
を
時
間
的
に
克
服
す
る
が
、
紋
別
線
復
活
や

稚
内
線
増
便
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　
一
例
を
挙
げ
た
い
。
道
北
地
域
の
面
積
は
ほ
ぼ
四

国
に
匹
敵
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
四
国
四
県
に

は
各
々
三
次
医
療
施
設
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。だ
が
、

道
北
で
の
三
次
医
療
施
設
は
旭
川
だ
け
で
あ
る
。
稚

内
＝
旭
川
間
は
高
規
格
幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
は
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
加
え
て
、
鉄
道
は
運

行
本
数
削
減
や
運
休
頻
度
か
ら
信
頼
度
が
大
き
く
低

下
し
て
い
る
。
ド
ク
タ
ー
ト
レ
イ
ン
は
夢
物
語
。
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
飛
行
条
件
が
制
約
さ
れ
る
。
救
急
搬

送
の
格
差
で
救
え
る
命
が
救
え
な
い
現
実
が
あ
る
。

北
海
道
新
聞
社
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
居
住
地

域
に
住
み
続
け
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、「
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
維
持
」
と
の
回
答
が
四
五
％

と
最
多
で
あ
っ
た
（『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
二
三
年

二
月
二
八
日
）。

　
丘
珠
空
港
の
高
質
的
活
用
が
実
現
し
、
創
成
川

通
（
都
心
ア
ク
セ
ス
道
路
）
が
機
能
強
化
さ
れ
、
ド

ク
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
が
就
航
す
る
な
ら
ば
、
二
時
間
程

度
で
札
幌
市
内
の
三
次
医
療
施
設
に
搬
送
可
能
と
な

る
。
丘
珠
空
港
整
備
は
、
道
都
札
幌
が
地
域
の
生
活

基
盤
を
支
え
る
上
か
ら
も
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　
丘
珠
重
点
投
資
は
安
心
で
き
る
豊
か
な
ス
ト
ッ
ク

社
会
構
築
に
寄
与
す
る
。
た
だ
し
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
空
港
整
備
は
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
な
く

し
て
は
実
現
不
可
能
だ
。
札
幌
市
は
圏
域
連
携
あ
る

い
は
広
域
連
携
を
推
進
す
る
立
場
に
立
っ
て
、
丘
珠

空
港
整
備
の
意
議
と
目
的
を
地
域
住
民
に
丁
寧
に
説

明
す
る
責
任
が
あ
る
。
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